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１．主要業績

（１）保有契約高及び新契約高

①保有契約高 (単位：千件、億円、％）

前年度末比 前年度末比

個人保険 173 94.0 10,726 92.0 184 11,659

個人年金保険 182 97.9 10,601 94.4 186 11,236

小計 355 96.0 21,328 93.2 370 22,895

団体保険 － － 1 86.4 － 1

団体年金保険 － － 231 88.1 － 263

（注）１．個人年金保険は、年金支払開始前契約の年金支払開始時における年金原資（ただし、変額個人年金

　　　　　保険は、責任準備金（最低保証に係る部分を除く））と年金支払開始後契約の責任準備金の合計で

　　　　　あります。　　　　　

　　　２．団体年金保険は、責任準備金の金額であります。

区　　分

当第３四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

件数件数 金額 金額

②新契約高 (単位：千件、億円、％）

転換による

純増加

個人保険 － － － － －  － 

個人年金保険 33 126.5 2,084 129.6 2,084  － 

小計 33 126.5 2,084 129.6 2,084  － 

団体保険 － － － － －  － 

団体年金保険 － － － － －  － 

(単位：千件、億円、％）

転換による

純増加

個人保険 1 － 126 － 126  － 

個人年金保険 0 0.5 12 0.6 12  － 

小計 2 6.2 139 6.7 139  － 

団体保険 － －  － －  －  － 

団体年金保険 － －  － －  －  － 

（注）１．転換は、平成13年度より取り扱っておりません。

　　　２．個人年金保険は、年金支払開始時における年金原資（ただし、変額個人年金保険は、基本保険金額

        　（一時払保険料と同額））であります。　

新契約前年同期比

当第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日

　　至　平成22年12月31日）

前年同期比
件数 金額

新契約

区　　分

件数

前第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日

　　至　平成21年12月31日）

金額
前年同期比

前年同期比

区　　分

－1－ Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命保険株式会社



（２）年換算保険料

（４）解約失効率（対年度始）

（単位：％）

前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間
（自 平成21年４月１日 （自 平成22年４月１日

　　至 平成21年12月31日） 　　至 平成22年12月31日）

個人保険 5.43 4.96

個人年金保険 1.46 1.72

合計 3.95 3.37

（注）解約失効率（対年度始）は年換算しておりません。

区　　分

①保有契約 (単位：百万円、％）

前年度末比

18,878 95.4 19,783 
159,085 97.4 163,350 

177,964 97.2 183,133 

うち医療保障・生前給付保障等 4,616 92.6 4,983 

当第３四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

個人年金保険

前事業年度末
（平成22年３月31日）

区　　分

合計

個人保険

②新契約 (単位：百万円、％）

前年同期比 前年同期比

－  － 748  － 

39,131 128.7 187 0.5

39,131 128.7 935 2.4

うち医療保障・生前給付保障等 －  －  －  － 

（注）１．年換算保険料とは、１回あたりの保険料について保険料の支払方法に応じた係数を乗じ、１年あたりの保険

　　　　　料に換算した金額であります（一時払契約等は、保険料を保険期間で除した金額）。

　　　２．うち医療保障・生前給付保障等欄には、医療保障給付（入院給付、手術給付等）、生前給付保障給付（特定

　　　　　疾病給付、介護給付等）、保険料払込免除給付（障害を事由とするものは除く。特定疾病罹患、介護等を事

　　　　　由とするものを含む。）等に該当する部分の年換算保険料を計上しております。　  　

当第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日

    至　平成22年12月31日）

前第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日

    至　平成21年12月31日）

合計

個人保険

個人年金保険

区　　分

（３）解約失効高

（単位：千件、億円、％）

前年同期比 前年同期比

個人保険 8 83.0 722 80.9 

個人年金保険 1 74.6 115 67.7 

合計 10 81.5 837 78.7 

（単位：千件、億円、％）

前年同期比 前年同期比

個人保険 7 84.1 578 80.0 

個人年金保険 2 150.9 192 167.5 

合計 9 94.8 770 92.1 

区　　分

区　　分

件数 金額

件数 金額

当第３四半期累計期間

（自 平成22年４月１日
　　至 平成22年12月31日）

前第３四半期累計期間
（自 平成21年４月１日

　　至 平成21年12月31日）
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２．資産運用の実績（一般勘定）

（１）資産の構成
（単位：百万円、％）

金　額 構成比 金　額 構成比

33,221 6.9 26,543 5.5 

－ － － － 

－ － － － 

－ － － － 

－ － － － 

53,740 11.2 46,382 9.6 

355,493 73.8 363,850 75.6 

347,321 72.1 363,286 75.5 

171 0.0 172 0.0 

7,630 1.6 － － 

公社債 7,630 1.6 － － 

株式等 － － － － 

368 0.1 391 0.1 

5,951 1.2 6,192 1.3 

5,935 1.2 6,171 1.3 

16 0.0 21 0.0 

247 0.1 259 0.1 

18,415 3.8 17,262 3.6 

14,449 3.0 20,911 4.3 

△ 4 △ 0.0 △ 4 △ 0.0 

481,514 100.0 481,398 100.0 

12,081 2.5 － － うち外貨建資産

貸付金

不動産

繰延税金資産

その他

保険約款貸付

一般貸付

貸倒引当金

合計

商品有価証券

金銭の信託

有価証券

公社債

株式

外国証券

その他の証券

現預金・コールローン

買現先勘定

債券貸借取引支払保証金

買入金銭債権

区　　分
当第３四半期会計期間末

(平成22年12月31日)
前事業年度末

(平成22年３月31日)
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（２）有価証券の時価情報（売買目的有価証券以外の有価証券のうち時価のあるもの）

（単位：百万円）

差益 差損 差益 差損

275,950 284,449 8,498 8,515 16 291,427 295,045 3,617 3,854 237 

275,950 284,449 8,498 8,515 16 291,427 295,045 3,617 3,854 237 

 －  －  －  －  －  －  －  －  －  － 

 －  －  －  －  －  －  －  －  －  － 

1,362 1,394 32 32  － 750 745 △ 5  － 5 

 －  －  －  －  －  －  －  －  －  － 

70,690 70,378 △ 312 109 422 72,019 71,496 △ 522 139 661 

70,418 70,009 △ 409 12 422 71,747 71,107 △ 639 22 661 

 －  －  －  －  －  －  －  －  －  － 

 －  －  －  －  －  －  －  －  －  － 

公社債  －  －  －  －  －  －  －  －  －  － 

株式等  －  －  －  －  －  －  －  －  －  － 

271 368 96 96  － 271 388 116 116  － 

 －  －  －  －  －  －  －  －  －  － 

 －  －  －  －  －  －  －  －  －  － 

 －  －  －  －  －  －  －  －  －  － 

348,002 356,221 8,218 8,657 438 364,197 367,286 3,089 3,993 904 

347,730 355,852 8,121 8,560 438 363,925 366,898 2,972 3,877 904 

 －  －  －  －  －  －  －  －  －  － 

 －  －  －  －  －  －  －  －  －  － 

 －  －  －  －  －  －  －  －  －  － 

 －  －  －  －  －  －  －  －  －  － 

271 368 96 96  － 271 388 116 116  － 

 －  －  －  －  －  －  －  －  －  － 

 －  －  －  －  －  －  －  －  －  － 

 －  －  －  －  －  －  －  －  －  － 

・時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券の帳簿価額は以下のとおりであります。

その他の証券

買入金銭債権

譲渡性預金

その他

株式

外国証券

公社債

株式等

譲渡性預金

その他

合計

公社債

責任準備金対応債券

子会社･関連会社株式

その他有価証券

公社債

株式

外国証券

その他の証券

買入金銭債権

満期保有目的の債券

公社債

外国公社債

買入金銭債権

区　分

当第３四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

帳簿価額 時価 差損益 帳簿価額 時価 差損益

（単位：百万円）

 －  － 

非上場外国債券  －  － 

その他  －  － 

 －  － 

 －  － 

  171   175 

非上場国内株式（店頭売買株式を除く）   171   172 

非上場外国株式（店頭売買株式を除く）  －  － 

非上場外国債券  －  － 

その他   0   3 

  171   175 

責任準備金対応債券

子会社・関連会社株式

その他有価証券

合計

区　分 当第３四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

満期保有目的の債券
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（３）金銭の信託の時価情報

（単位：百万円）

四半期貸借対照表 貸借対照表
計上額 差益 差損 計上額 差益 差損

金銭の信託   53,740   53,740  －  －  －   46,382   46,382  －  －  － 

・満期保有目的、責任準備金対応、その他の金銭の信託

  当第３四半期会計期間末、前事業年度末とも残高はありません。

（４）土地等の時価情報

当第３四半期会計期間末、前事業年度末とも残高はありません。

（５）デリバティブ取引の時価情報（ヘッジ会計適用分・非適用分の合算値）

区　分

当第３四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

時価 差損益

前事業年度末
（平成22年３月31日）

時価 差損益

・運用目的の金銭の信託
（単位：百万円）

四半期貸借対照表 当期の損益に 貸借対照表 当期の損益に

計上額 含まれた評価損益 計上額 含まれた評価損益

運用目的の金銭の信託   53,740   7,447   46,382 △ 28,665 

前事業年度末
（平成22年３月31日）

区　分

当第３四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

①差損益の内訳（ヘッジ会計適用分・非適用分の内訳） （単位：百万円）

金利関連 通貨関連 株式関連 債券関連 その他 合計

ヘッジ会計適用分  －  －  －  －  －  － 

ヘッジ会計非適用分 △ 947   2,265   8,309  －  －   9,627 

△ 947   2,265   8,309  －  －   9,627 

（単位：百万円）

金利関連 通貨関連 株式関連 債券関連 その他 合計

ヘッジ会計適用分  －  －  －  －  －  － 

ヘッジ会計非適用分  －   234   2,893  －  －   3,128 

 －   234   2,893  －  －   3,128 

（注）１．ヘッジ会計非適用分の差損益は、（四半期）損益計算書に計上されております。

 　 　２．金利関連は、管理信託を用いてデリバティブ取引を行っております。

 　 　３．通貨関連、株式関連は、金銭の信託内においてデリバティブ取引を行っております。

合計

区　　分
当第３四半期会計期間末

（平成22年12月31日）

合計

区　　分
前事業年度末

（平成22年３月31日）

②金利関連 （単位：百万円）

うち１年超 うち１年超

金利スワップ

　固定金利受取／
　変動金利支払 7,544 7,203 △ 947 △ 947  －  －  －  － 

(豪ドル／豪ドル) 7,544 7,203 △ 947 △ 947  －  －  －  － 

7,544 7,203 △ 947 △ 947  －  －  －  － 

（注）１．金利スワップの時価は、管理受託会社から入手した価格を使用して算出しております。

　  　２．差損益の欄には時価（現在価値）を記載しております。

当第３四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

契約額等 時価 差損益 契約額等 時価 差損益

区
分

取引の種類

市
場
取
引
以
外
の
取
引

合計
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③通貨関連 （単位：百万円）

うち１年超 うち１年超

通貨オプション
  売建
　  コール  －  －  －  － 

(－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－)
　  プット  －  －  －  － 

(－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－)
  買建
　  コール  －  －  －  － 

(－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－)
 　 プット 24,323 20,064 26,904 22,782 

(3,796) (3,321) (6,061) (2,265) (4,033) (3,623) (4,268) (234)
　　　(米ドル) 14,525 11,894 16,057 13,507 

(2,468) (2,146) (3,777) (1,309) (2,628) (2,347) (2,747) (119)
　　　(ユーロ) 9,798 8,170 10,847 9,275 

(1,327) (1,174) (2,283) (956) (1,405) (1,276) (1,520) (115)

2,265 234 

（注）１．括弧内には、契約額等の欄にはオプション料、時価の欄にはオプションの時価、差損益の欄にはオプション料とオプショ

　　　　　ンの時価の差額を記載しております。

　　　２．オプションの時価は、取引相手先から入手した価格を使用して算出しております。

④株式関連 （単位：百万円）

うち１年超 うち１年超

株価指数オプション

　売建

　　コール  －  －  －  － 

(－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

　　プット  －  －  －  － 

(－) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

　買建

　　コール 222 198 134 120 

(71) (65) (60) (△10) (51) (47) (52) (0)

　　　(日経２２５) 222 198 134 120 

(71) (65) (60) (△10) (51) (47) (52) (0)

　　プット 188,379 179,579 187,606 179,234 

(38,236) (37,144) (46,557) (8,320) (36,712) (35,769) (39,605) (2,892)

　　　(日経２２５) 113,564 105,785 116,623 109,172 

(18,872) (17,969) (28,195) (9,323) (18,257) (17,467) (23,879) (5,621)

　　　(Ｓ＆Ｐ５００) 9,203 9,013 9,331 9,148 

(1,742) (1,714) (3,733) (1,991) (1,760) (1,735) (3,514) (1,754)

　　　(ダウユーロ５０種) 4,906 4,809 4,972 4,876 

(1,162) (1,142) (2,707) (1,545) (1,173) (1,156) (2,376) (1,203)

　　　(ＭＳＣＩコクサイ) 60,704 59,971 56,678 56,036 

(16,459) (16,317) (11,920) (△4,539) (15,520) (15,409) (9,834) (△5,686)

8,309 2,893 

（注）１．括弧内には、契約額等の欄にはオプション料、時価の欄にはオプションの時価、差損益の欄にはオプション料とオプショ

　　　　　ンの時価の差額を記載しております。

　　　２．Ｓ＆Ｐ５００、ダウユーロ５０種及びＭＳＣＩコクサイは、円建契約であります。

　　　３．オプションの時価は、取引相手先から入手した価格を使用して算出しております。

⑤債券関連
　当第３四半期会計期間末、前事業年度末とも有しておりません。

⑥その他
　当第３四半期会計期間末、前事業年度末とも有しておりません。

前事業年度末
（平成22年３月31日）

市
場
取
引
以
外
の
取
引

合計

時価 差損益

区
分

取引の種類

当第３四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

時価 差損益契約額等 契約額等

時価 差損益契約額等 時価 差損益 契約額等

当第３四半期会計期間末 前事業年度末
（平成22年12月31日） （平成22年３月31日）

市
場
取
引
以
外
の
取
引

合計

区
分

取引の種類
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３．四半期貸借対照表
（単位：百万円）

当第３四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

増　減

24,175 27,156 △ 2,980 

現金 0 0 △ 0 

預貯金 24,175 27,155 △ 2,980 

20,001 16,500 3,501 

53,740 46,382 7,357 

1,285,324 1,334,486 △ 49,162 

国 債 323,772 339,829 △ 16,056 

地方債 103 103 △ 0 

社 債 24,002 24,021 △ 19 

株 式 814 860 △ 45 

外国証券 9,002 1,639 7,363 

その他の証券 927,628 968,032 △ 40,403 

5,951 6,192 △ 240 

保険約款貸付 5,935 6,171 △ 236 

一般貸付 16 21 △ 4 

264 276 △ 11 

建物 247 259 △ 11 

リース資産 3 3 △ 0 

その他の有形固定資産 13 13 0 

1,412 1,496 △ 83 

ソフトウェア 1,404 1,488 △ 83 

その他の無形固定資産 8 8 － 

0 0 0 

8,906 12,798 △ 3,891 

5,887 6,973 △ 1,085 

未収金 3,339 5,336 △ 1,996 

前払費用 244 179 64 

未収収益 786 753 32 

預託金 495 516 △ 21 

仮払金 75 14 60 

その他の資産 947 172 775 

16,994 17,262 △ 268 

△ 4 △ 4 0 

1,422,655 1,469,522 △ 46,866 資産の部合計

有形固定資産

無形固定資産

有価証券

貸付金

再保険貸

その他資産

貸倒引当金

代理店貸

繰延税金資産

金銭の信託

（資産の部）

科　目

コールローン

現金及び預貯金
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（単位：百万円）

当第３四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

増　減

1,378,498 1,420,536 △ 42,038 

支払備金 3,602 3,543 59 

責任準備金 1,373,608 1,415,585 △ 41,977 

契約者配当準備金 1,287 1,408 △ 120 

103 1,556 △ 1,453 

114 75 38 

1,967 2,074 △ 106 

未払法人税等 9 12 △ 3 

未払金 122 300 △ 178 

未払費用 551 1,270 △ 719 

前受収益 9 0 9 

預り金 237 198 39 

金融派生商品 947 － 947 

リース債務 3 3 △ 0 

仮受金 87 289 △ 202 

6,857 7,205 △ 347 

306 274 32 

407 387 19 

1,388,255 1,432,110 △ 43,854 

56,000 56,000 － 

46,000 46,000 － 

資本準備金 46,000 46,000 － 

△ 67,288 △ 64,065 △ 3,222 

その他利益剰余金 △ 67,288 △ 64,065 △ 3,222 

△ 67,288 △ 64,065 △ 3,222 

34,711 37,934 △ 3,222 

△ 312 △ 522 210 

△ 312 △ 522 210 

34,399 37,412 △ 3,012 

1,422,655 1,469,522 △ 46,866 

資本金

（純資産の部）

その他有価証券評価差額金

評価・換算差額等合計

純資産の部合計

負債及び純資産の部合計

資本剰余金

利益剰余金

　　繰越利益剰余金

株主資本合計

価格変動準備金

負債の部合計

再保険借

その他負債

退職給付引当金

役員退職慰労引当金

科　目

（負債の部）

保険契約準備金

代理店借
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注記 

（四半期貸借対照表及び株主資本等関係） 

 

１．重要な会計処理の原則及び手続の変更 

  第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第 18 号 平成 20

年３月 31 日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第 21 号

平成 20 年３月 31 日)を適用しております。 

これに伴う、当第３四半期累計期間の損益への影響は軽微であります。 

 

２．有形固定資産の減価償却累計額は 191 百万円であります。 

 

３．契約者配当準備金の異動状況は次のとおりであります。 

前事業年度末現在高 1,408 百万円

当第３四半期累計期間契約者配当金支払額 122 百万円

利息による増加等 2 百万円

契約者配当準備金戻入額 0 百万円

当第３四半期会計期間末現在高 1,287 百万円

 

４．第３四半期会計期間末における金融商品の四半期貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額に

ついては、次のとおりであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、

次表には含めておりません（（注２）参照）。 

                  （単位：百万円） 

 
四半期貸借対照表

計上額 
時価 差額 

（１）現金及び預貯金  

（２）コールローン 

（３）金銭の信託 

（４）有価証券 

① 売買目的有価証券  

② 満期保有目的の債券  

③ 責任準備金対応債券 

④ その他有価証券 

（５）貸付金 

① 保険約款貸付 

貸倒引当金（*１） 

24,175 

20,001 

53,740 

1,285,152 

937,461 

275,950 

1,362 

70,378 

5,950 

5,935 

△1 

24,175 

20,001 

53,740 

1,293,683 

937,461 

284,449 

1,394 

70,378 

6,708 

－ 

－ 

－

－

－

8,531

－

8,498

32

－

758

－

－

 5,934 6,692 758

② 一般貸付 

貸倒引当金（*１） 

16 

△0 

－ 

－ 

－

－

 16 16 －

資産計 1,389,020 1,398,309 9,289

金融派生商品（*２） 

 ヘッジ会計が適用されていないもの （947） （947） －

金融派生商品計 （947） （947） －

（*１）貸付金に対応する貸倒引当金を控除しております。 

（*２）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の

債務となる項目については、（  ）で表示しております。 
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（注１）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブに関する事項 

資 産 

（１）現金及び預貯金 

時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。 

（２）コールローン 

   短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっ

ております。 

（３）金銭の信託 

   金銭の信託は、通貨オプション及び株価指数オプションを信託財産とした運用を行ってお

ります。これらのオプションの時価は、取引相手先から入手した価格を使用して算定してお

ります。 

（４）有価証券 

株式は１２月末日の取引所の価格によっており、債券は１２月末日の取引所の価格又は取

引金融機関から提示された価格等によっております。また、投資信託については、１２月末

日の公表されている基準価格によっております。 

なお、非上場株式など時価を把握することが極めて困難と認められるもので構成されてい

るものについては、「（４）④ その他有価証券」には含めておりません。 

（５）貸付金 

保険約款貸付は、過去の実績に基づく返済率から将来キャッシュ・フローを生成し、リス

クフリーレートで割り引いて時価を算定しております。 

一般貸付は、時価が帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。 
 

金融派生商品 

金利スワップ取引は、管理信託を用いて行っており、時価は管理受託会社から入手した価格を

使用して算定しております。 

 

（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品は次のとおりであり、金融商品の

時価情報の「（４）④ その他有価証券」には含めておりません。 

                   （単位：百万円） 

区分 四半期貸借対照表計上額 

イ. 非上場株式（*１） 171 

ロ. その他 0 

合計 171 

（*１） 非上場株式については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と 

認められることから時価の開示対象とはしておりません。 

 

５．発行済株式の種類及び総数に関する事項 

 （単位：株）

 当四半期会計期間末株式数 

発行済株式  

普通株式 1,600,000 

合計 1,600,000 

  



４．四半期損益計算書

（単位：百万円）

前第３四半期累計期間
（自 平成21年４月１日

　　至 平成21年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自 平成22年４月１日

　　至 平成22年12月31日）
増　減

308,846 89,321 △ 219,524 

228,551 26,747 △ 201,804 

223,530 26,714 △ 196,815 

5,021 32 △ 4,988 

73,765 11,860 △ 61,904 

2,908 2,988 79 

預貯金利息 0 39 39 

有価証券利息・配当金 2,738 2,783 44 

貸付金利息 162 151 △ 10 

その他利息配当金 7 14 6 

－ 8,167 8,167 

売買目的有価証券運用益 － 465 465 

3 7 4 

為替差益 － 228 228 

0 2 1 

70,852 － △ 70,852 

6,529 50,713 44,184 

5,783 8,331 2,547 

79 38 △ 40 

支払備金戻入額 262 － △ 262 

－ 41,977 41,977 

399 347 △ 51 

4 19 14 

315,248 93,722 △ 221,525 

54,229 65,146 10,916 

10,946 9,861 △ 1,085 

4,697 4,961 264 

12,224 14,914 2,689 

17,418 24,832 7,413 

5,623 6,472 848 

3,318 4,104 785 

224,034 62 △ 223,971 

－ 59 59 

224,030 － △ 224,030 

3 2 △ 0 

22,001 21,101 △ 900 

1 1 △ 0 

21,892 － △ 21,892 

87 60 △ 26 

－ 947 947 

20 47 26 

－ 20,045 20,045 

12,931 6,393 △ 6,537 

2,052 1,019 △ 1,032 

285 311 26 

1,274 310 △ 964 

454 356 △ 98 

34 32 △ 1 

3 8 4 

6,401 4,401 △ 2,000 

その他経常費用

経常損失

役員退職慰労引当金繰入額

その他の経常費用

税金

減価償却費

事業費

責任準備金等繰入額

特別勘定資産運用損

金銭の信託運用損

支払利息

金融派生商品費用

責任準備金戻入額

再保険料

契約者配当金積立利息繰入額

資産運用費用

経常費用

保険金等支払金

退職給付引当金戻入額

その他の経常収益

有価証券売却益

利息及び配当金等収入

保険金据置支払金

その他運用収益

特別勘定資産運用益

年金特約取扱受入金

金銭の信託運用益

保険金

その他経常収益

保険金据置受入金

保険料等収入

資産運用収益

保険料

再保険収入

科　目

有価証券売却損

その他運用費用

責任準備金繰入額

支払備金繰入額

解約返戻金

その他返戻金

年金

給付金

経常収益
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（単位：百万円）

前第３四半期累計期間
（自 平成21年４月１日

　　至 平成21年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自 平成22年４月１日

　　至 平成22年12月31日）
増　減

18 0 △ 17 

価格変動準備金戻入額 16 － △ 16 

1 0 △ 1 

0 36 35 

0 0 △ 0 

－ 19 19 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 16 16 

0 0 △ 0 

6,383 4,436 △ 1,947 

△ 2,034 △ 1,481 552 

141 268 126 

△ 1,892 △ 1,213 679 

4,490 3,222 △ 1,267 

注記

（四半期損益計算書関係）

　１株当たり四半期純損失の金額は2,014円33銭であります。

科　目

特別利益

貸倒引当金戻入額

特別損失

固定資産等処分損

価格変動準備金繰入額

契約者配当準備金戻入額

法人税等調整額

法人税等合計

四半期純損失

税引前四半期純損失

法人税及び住民税
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５．経常利益等の明細（基礎利益）
（単位：百万円）

前第３四半期累計期間
（自 平成21年４月１日

　　至 平成21年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自 平成22年４月１日

　　至 平成22年12月31日）

Ａ   19,078 △ 6,409 

  3   8,869 

金銭の信託運用益 －   8,167 

売買目的有価証券運用益 －   465 

有価証券売却益   3   7 

金融派生商品収益 － － 

為替差益 －   228 

その他キャピタル収益 － － 

  21,979   1,007 

金銭の信託運用損   21,892 － 

売買目的有価証券運用損 － － 

有価証券売却損   87   60 

有価証券評価損 － － 

金融派生商品費用 －   947 

為替差損 － － 

その他キャピタル費用 － － 

Ｂ △ 21,975   7,861 

Ａ＋Ｂ △ 2,896   1,452 

  3,255 － 

再保険収入 － － 

危険準備金戻入額 － － 

その他臨時収益   3,255 － 

  6,760   5,853 

再保険料 － － 

危険準備金繰入額   6,760   5,278 

個別貸倒引当金繰入額 － － 

特定海外債権引当勘定繰入額 － － 

貸付金償却 － － 

その他臨時費用 －   575 

Ｃ △ 3,504 △ 5,853 

Ａ＋Ｂ＋Ｃ △ 6,401 △ 4,401 

（注）１．変額個人年金保険の最低保証リスクに対するヘッジ取引を金銭の信託内で行っており、金銭の信

　　　　　託運用益及び金銭の信託運用損は、主に当該取引に係るものであります。

　　　２．前第３四半期累計期間におけるその他臨時収益には、変額個人年金保険の最低保証リスクに係る

　　　　　責任準備金のうち平成16年３月31日以前に締結した契約に対する責任準備金の戻入額3,222百万

　　　　　円、第三分野保険の追加責任準備金の戻入額32百万円を計上しております。

　　　３．当第３四半期累計期間におけるその他臨時費用には、主に変額個人年金保険の最低保証リスクに

　　　　　係る責任準備金のうち平成16年３月31日以前に締結した契約に対する責任準備金の繰入額591百

　　　　　万円を計上しております。

区　　　　分

基礎利益

キャピタル収益

キャピタル費用

臨時損益

経常利益（損失）

キャピタル損益

キャピタル損益含み基礎利益

臨時収益

臨時費用

（注１）

（注２）

（注１）

 （注２）

 （注１）

（注３）
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（ご参考）基礎利益明細表
（単位：百万円）

前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間

（自 平成21年４月１日
　　至 平成21年12月31日）

（自 平成22年４月１日
　　至 平成22年12月31日）

  308,842   86,305 

  228,551   26,747 

保険料   223,530   26,714 

再保険収入   5,021   32 

  73,761   2,990 

利息及び配当金等収入   2,908   2,988 

有価証券償還益 － － 

その他運用収益   0   2 

特別勘定資産運用益   70,852 － 

  6,529   56,567 

年金特約取扱受入金   5,783   8,331 

保険金据置受入金   79   38 

支払備金戻入額   262 － 

責任準備金戻入額 －   47,830 

退職給付引当金戻入額   399   347 

その他   4   19 

－ － 

  289,763   92,715 

  54,229   65,146 

保険金   10,946   9,861 

年金   4,697   4,961 

給付金   12,224   14,914 

解約返戻金   17,418   24,832 

その他返戻金   5,623   6,472 

再保険料   3,318   4,104 

  220,529   62 

  21   20,093 

支払利息   1   1 

有価証券償還損 － － 

一般貸倒引当金繰入額 － － 

賃貸用不動産等減価償却費 － － 

その他運用費用   20   47 

特別勘定資産運用損 －   20,045 

  12,931   6,393 

  2,052   1,019 

保険金据置支払金   285   311 

税金   1,274   310 

減価償却費   454   356 

退職給付引当金繰入額 － － 

保険業法第１１３条繰延資産償却費 － － 

その他   38   41 

－ － 

  19,078 △ 6,409 

資産運用収益

基礎収益

基礎費用

基礎利益

区　　分

保険料等収入

その他基礎費用

その他経常費用

事業費

資産運用費用

責任準備金等繰入額

保険金等支払金

その他基礎収益

その他経常収益
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（ご参考）平均予定利率及び逆ざや額
（単位：百万円、％）

前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間
（自 平成21年４月１日

　　至 平成21年12月31日）
（自 平成22年４月１日

　　至 平成22年12月31日）

2,642 2,493 

0.94 0.99 

1.79 1.83 

うち個人保険・個人年金保険 1.87 1.90 

410,759 396,740 

（注）１．逆ざや額は、次の算式で算出しております。算出結果は負値となりますが、上表には正値で記載して

　　　　　おります。

　　　　　((基礎利益上の運用収支等の利回り－平均予定利率)×一般勘定(経過)責任準備金)×３／４

　　　２．基礎利益上の運用収支等の利回りとは、基礎利益に含まれる運用収支(一般勘定分の資産運用損益)か

　　　　　ら契約者配当金積立利息繰入額を控除したものの、一般勘定(経過)責任準備金に対する利回りのこと

　　　　　であります。

　　　３．平均予定利率とは、予定利息の一般勘定（経過）責任準備金に対する利回りのことであります。予定

　　　 利息の計算には、積立利率を用いている保険種類の予定利息相当額を含めております。

　　　４．基礎利益上の運用収支等の利回り及び平均予定利率は、年換算しております。

　　　５．一般勘定（経過）責任準備金は、危険準備金を除く一般勘定部分の責任準備金について、次の算式で

　　　　　算出しております。

　　　　　(期始責任準備金＋期末責任準備金－予定利息)×１／２

一般勘定(経過)責任準備金

区　　分

逆ざや額

基礎利益上の運用収支等の利回り

平均予定利率
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６．四半期キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）

前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間

（自　平成21年４月１日
　　至　平成21年12月31日）

（自　平成22年４月１日
　　至　平成22年12月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー
税引前四半期純利益（△は損失） △ 6,383 △ 4,436 1,947 
減価償却費 454 356 △ 98 
資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 16 16 
支払備金の増減額（△は減少） △ 262 59 321 
責任準備金の増減額（△は減少） 224,030 △ 41,977 △ 266,007 
契約者配当準備金積立利息繰入額 3 2 △ 0 
契約者配当準備金繰入額（△は戻入額） △ 0 △ 0 0 
貸倒引当金の増減額（△は減少） △ 1 △ 0 1 
退職給付引当金の増減額（△は減少） △ 399 △ 347 51 
その他引当金の増減額（△は減少） △ 129 △ 80 49 
価格変動準備金の増減額（△は減少） △ 16 19 36 
利息及び配当金等収入 △ 2,908 △ 2,988 △ 79 
金銭の信託運用損益（△は益） 21,892 △ 8,167 △ 30,059 
有価証券関係損益（△は益) △ 70,765 19,632 90,397 
支払利息 1 1 △ 0 
為替差損益（△は益） － △ 228 △ 228 
有形固定資産関係損益（△は益) 0 0 △ 0 
代理店貸の増減額（△は増加） 0 △ 0 △ 0 
再保険貸の増減額（△は増加） △ 1,876 3,891 5,768 

その他資産（除く投資活動関連、財務活動関連）
　　　　　　　　　　　　の増減額（△は増加）

△ 379 △ 1,483 △ 1,104 

代理店借の増減額（△は減少） 453 △ 1,453 △ 1,906 
再保険借の増減額（△は減少） 52 38 △ 13 

その他負債（除く投資活動関連、財務活動関連）
           　　　　　　 の増減額（△は減少）

△ 54 △ 911 △ 856 

その他 － 950 950 
　　　　小　　　　　　　計 163,710 △ 37,106 △ 200,817 
利息及び配当金等の受取額 3,268 3,612 344 
利息の支払額 △ 1 △ 1 0 
契約者配当金の支払額 △ 161 △ 122 38 
法人税等の支払額（＋は受取額） 360 3,796 3,436 

営業活動によるキャッシュ・フロー 167,177 △ 29,821 △ 196,998 
投資活動によるキャッシュ・フロー
金銭の信託の増加による支出 △ 10,000 △ 1,410 8,590 
金銭の信託の減少による収入 2,200 2,220 20 
有価証券の取得による支出 △ 694,307 △ 427,007 267,300 
有価証券の売却・償還による収入 510,141 447,001 △ 63,139 
貸付けによる支出 △ 1,677 △ 1,503 173 
貸付金の回収による収入 1,964 1,820 △ 143 

資産運用活動計 △ 191,679 21,121 212,801 
（営業活動及び資産運用活動計） (△ 24,502) (△ 8,699) ( 15,802)

有形固定資産の取得による支出 △ 6 △ 10 △ 3 
有形固定資産の売却による収入 0 － △ 0 
その他 － △ 0 △ 0 

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 191,686 21,110 212,797 
財務活動によるキャッシュ・フロー
  リース債務の返済による支出 △ 0 △ 0 △ 0 
財務活動によるキャッシュ・フロー △ 0 △ 0 △ 0 
現金及び現金同等物に係る換算差額 － 228 228 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △ 24,509 △ 8,481 16,027 

現金及び現金同等物期首残高 201,004 175,037 △ 25,966 

現金及び現金同等物四半期末残高 176,494 166,555 △ 9,939 

注記
（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）
キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）の範囲は、手許現金、要求払預貯金及び取得
日から満期日又は償還日までの期間が３ヵ月以内の定期預金等の短期投資であります。

増　減科　目
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７．ソルベンシー・マージン比率
（単位：百万円）

当第３四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

  96,068   99,627 

資本金等   34,711   37,934 

価格変動準備金   407   387 

危険準備金   32,100   26,822 

一般貸倒引当金   3   3 

その他有価証券の評価差額×90％（マイナスの場合100％） △ 312 △ 522 

土地の含み損益×85％（マイナスの場合100％） －  － 

全期チルメル式責任準備金相当額超過額   29,157   35,001 

負債性資本調達手段等 －  － 

控除項目 －  － 

その他 －  － 

（Ｂ）   30,568   30,840 

  959   998 

  292   306 

  486   335 

  2,189   1,687 

  926   935 

  26,939   27,852 

628.5% 646.0% 

（注）１．前事業年度末は、保険業法施行規則第86条、第87条及び平成８年大蔵省告示第50号の規定に基づいて算出してお

　　　　　ります。当第３四半期会計期間末は、これらの規定に準じて、当社が合理的と判断する方法で算出しております。

　　　２．資本金等は、(四半期)貸借対照表の純資産の部合計から、その他有価証券評価差額金を除いた額を記載しており

　　　　　ます。　

　　　３．最低保証リスク相当額Ｒ7は、標準的方式を用いて算出しております。

８．実質純資産
（単位：百万円）

当第３四半期会計期間末 前事業年度末
（平成22年12月31日） （平成22年３月31日）

95,693 90,510 

（注）前事業年度末は、保険業法第132条第２項に規定する区分等を定める命令及び平成11年１月金融監督庁・大蔵省告示第

　　　２号の規定に基づいて算出しております。当第３四半期会計期間末は、これらの規定に準じて、当社が合理的と判断

　　　する方法で算出しております。

項　　目

実質純資産

項　　目

　(Ｒ1＋Ｒ8)2＋(Ｒ2＋Ｒ3＋Ｒ7)2　＋Ｒ4

保険リスク相当額　　　　　　　　Ｒ1

第三分野保険の保険リスク相当額　Ｒ8

（Ａ）ソルベンシー・マージン総額

リスクの合計額

予定利率リスク相当額　　　　　　Ｒ2

資産運用リスク相当額　　　　　　Ｒ3

経営管理リスク相当額　　　　　　Ｒ4

最低保証リスク相当額　　　　　　Ｒ7

（１／２）×（Ｂ）
（Ａ） 100

ソルベンシー・マージン比率

×
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９．特別勘定の状況

（１）特別勘定資産残高の状況
（単位：百万円）

  1,917   2,117 

  939,296   988,996 

  941,213   991,113 

（２）保有契約高

　　①個人変額保険 （単位：件、百万円）

件   数 金　　額 件   数 金　　額

  5   10   7   15 

  2,863   11,235   2,907   11,386 

  2,868   11,245   2,914   11,401 

　　②変額個人年金保険 （単位：件、百万円）

件   数 金　　額 件   数 金　　額

  152,407   953,676   155,318   1,013,501 

10．保険会社及びその子会社等の状況

当第３四半期会計期間末現在、子会社等の該当はありません。

前事業年度末
（平成22年３月31日）

個人変額保険

区　　分

区　　分 当第３四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

変額個人年金保険

変額保険（有期型）

合計

特別勘定計

当第３四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

変額保険（終身型）

区　　分

変額個人年金保険

当第３四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）
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（ご参考）第３四半期会計期間の業績

１．主要業績

（１）新契約高

(単位：千件、億円）

転換による

純増加

個人保険 － － － － 

個人年金保険 10 768 768 － 

小計 10 768 768 － 

団体保険 － － －  － 

団体年金保険 － － －  － 

(単位：千件、億円、％）

転換による

純増加

個人保険 0  － 44  － 44  － 

個人年金保険 0 0.0 0 0.0 0  － 

小計 0 6.8 45 5.9 45  － 

団体保険 －  － －  － －  － 

団体年金保険 －  － －  － －  － 

（注）１．転換は、平成13年度より取り扱っておりません。

　　　２．個人年金保険は、年金支払開始時における年金原資（ただし、変額個人年金保険は、基本保険金額（一時払保

　　　　　険料と同額））であります。

（２）新契約年換算保険料

区　　分

件数 金額
新契約

前第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日

　　至　平成21年12月31日）

区　　分

当第３四半期会計期間
（自　平成22年10月１日

　　至　平成22年12月31日）

件数 金額
前年同期比 新契約前年同期比

（単位：百万円、％）

前年同期比

個人保険 － 261 － 

個人年金保険 13,887 2 0.0

合計 13,887 263 1.9

うち医療保障・生前給付保障等 － － － 

（注）　年換算保険料とは、１回あたりの保険料について保険料の支払方法に応じた係数を乗じ、１年あた

　　　　りの保険料に換算した金額であります（一時払契約等は、保険料を保険期間で除した金額）。

区　　分
前第３四半期会計期間

（自 平成21年10月１日
　　至 平成21年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自 平成22年10月１日

　　至 平成22年12月31日）
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２．四半期損益計算書
（単位：百万円）

前第３四半期会計期間
（自 平成21年10月１日

　　至 平成21年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自 平成22年10月１日

　　至 平成22年12月31日）

100,215 31,548 

83,503 8,721 

81,701 8,717 

1,802 3 

14,294 17,740 

997 993 

預貯金利息 － 21 

有価証券利息・配当金 940 916 

貸付金利息 53 50 

その他利息配当金 2 4 

－ 244 

有価証券売却益 2 1 

為替差益 － 63 

0 2 

13,294 16,435 

2,417 5,087 

1,832 2,994 

10 10 

支払備金戻入額 348 396 

責任準備金戻入額 － 1,487 

退職給付引当金戻入額 224 196 

1 0 

103,957 33,250 

18,738 22,064 

3,759 2,973 

1,727 1,715 

3,723 5,198 

6,634 8,812 

1,648 2,014 

1,245 1,350 

76,274 0 

76,273 － 

1 0 

3,421 8,733 

0 0 

3,390 8,007 

25 17 

－ 692 

－ 0 

5 15 

4,808 2,146 

713 304 

77 66 

469 101 

152 120 

11 12 

1 3 

3,741 1,701 

資産運用費用

支払利息

貸倒引当金繰入額

事業費

その他運用費用

有価証券売却損

金融派生商品費用

その他経常収益

その他の経常収益

経常費用

保険金等支払金

減価償却費

経常損失

保険金据置支払金

その他経常費用

その他の経常費用

役員退職慰労引当金繰入額

保険金

解約返戻金

その他返戻金

責任準備金等繰入額

科　目

保険料

再保険収入

その他運用収益

利息及び配当金等収入

売買目的有価証券運用益

資産運用収益

経常収益

保険料等収入

特別勘定資産運用益

年金特約取扱受入金

給付金

税金

金銭の信託運用損

保険金据置受入金

責任準備金繰入額

年金

契約者配当金積立利息繰入額

再保険料
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（単位：百万円）

前第３四半期会計期間
（自 平成21年10月１日

　　至 平成21年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自 平成22年10月１日

　　至 平成22年12月31日）

21 － 

21 － 

貸倒引当金戻入額 0 － 

－ 8 

－ 0 

－ 8 

0 － 

3,719 1,710 

△ 846 △ 538 

△ 264 32 

△ 1,111 △ 506 

2,608 1,204 四半期純損失

特別利益

特別損失

契約者配当準備金戻入額

法人税等調整額

法人税等合計

法人税及び住民税

税引前四半期純損失

価格変動準備金戻入額

価格変動準備金繰入額

固定資産等処分損

科　目
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３．経常利益等の明細（基礎利益）
（単位：百万円）

前第３四半期会計期間
（自 平成21年10月１日

　　至 平成21年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自 平成22年10月１日

　　至 平成22年12月31日）

Ａ   1,723   7,950 

  2   309 

金銭の信託運用益 － － 

売買目的有価証券運用益 －   244 

有価証券売却益   2   1 

金融派生商品収益 － － 

為替差益 －   63 

その他キャピタル収益 － － 

  3,415   8,717 

金銭の信託運用損   3,390   8,007 

売買目的有価証券運用損 － － 

有価証券売却損   25   17 

有価証券評価損 － － 

金融派生商品費用 －   692 

為替差損 － － 

その他キャピタル費用 － － 

Ｂ △ 3,413 △ 8,407 

Ａ＋Ｂ △ 1,689 △ 457 

  519   466 

再保険収入 － － 

危険準備金戻入額 － － 

その他臨時収益   519   466 

  2,572   1,710 

再保険料 － － 

危険準備金繰入額   2,572   1,710 

個別貸倒引当金繰入額 －   0 

特定海外債権引当勘定繰入額 － － 

貸付金償却 － － 

その他臨時費用 － － 

Ｃ △ 2,052 △ 1,244 

Ａ＋Ｂ＋Ｃ △ 3,741 △ 1,701 

（注）１．変額個人年金保険の最低保証リスクに対するヘッジ取引を金銭の信託内で行っており、金銭の信

　　　　　託運用損は、主に当該取引に係るものであります。

　　　２．前第３四半期会計期間におけるその他臨時収益には、変額個人年金保険の最低保証リスクに係る

　　　　　責任準備金のうち平成16年３月31日以前に締結した契約に対する責任準備金の戻入額508百万円、

　　　　　第三分野保険の追加責任準備金の戻入額11百万円を計上しております。

　　　３．当第３四半期会計期間におけるその他臨時収益には、変額個人年金保険の最低保証リスクに係る

　　　　　責任準備金のうち平成16年３月31日以前に締結した契約に対する責任準備金の戻入額454百万円、

　　　　　第三分野保険の追加責任準備金の戻入額11百万円を計上しております。

臨時損益

経常利益（損失）

キャピタル損益

キャピタル損益含み基礎利益

臨時収益

臨時費用

区　　　　分

基礎利益

キャピタル収益

キャピタル費用

(注１) (注１)

(注２) (注３)
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（ご参考）基礎利益明細表
（単位：百万円）

前第３四半期会計期間
（自 平成21年10月１日

　　至 平成21年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自 平成22年10月１日

　　至 平成22年12月31日）

  100,212   32,483 

  83,503   8,721 

保険料   81,701   8,717 

再保険収入   1,802   3 

  14,291   17,430 

利息及び配当金等収入   997   993 

有価証券償還益 － － 

その他運用収益   0   2 

特別勘定資産運用益   13,294   16,435 

  2,417   6,331 

年金特約取扱受入金   1,832   2,994 

保険金据置受入金   10   10 

支払備金戻入額   348   396 

責任準備金戻入額 －   2,732 

退職給付引当金戻入額   224   196 

その他   1   0 

－ － 

  98,489   24,532 

  18,738   22,064 

保険金   3,759   2,973 

年金   1,727   1,715 

給付金   3,723   5,198 

解約返戻金   6,634   8,812 

その他返戻金   1,648   2,014 

再保険料   1,245   1,350 

  74,222   0 

  6   16 

支払利息   0   0 

有価証券償還損 － － 

一般貸倒引当金繰入額 －   0 

賃貸用不動産等減価償却費 － － 

その他運用費用   5   15 

特別勘定資産運用損 － － 

  4,808   2,146 

  713   304 

保険金据置支払金   77   66 

税金   469   101 

減価償却費   152   120 

退職給付引当金繰入額 － － 

保険業法第１１３条繰延資産償却費 －   12 

その他   13   3 

－ － 

  1,723   7,950 

４．保険会社及びその子会社等の状況

当第３四半期会計期間末現在、子会社等の該当はありません。

その他基礎費用

基礎利益

責任準備金等繰入額

資産運用費用

事業費

その他経常費用

その他経常収益

その他基礎収益

基礎費用

保険金等支払金

区　　分

基礎収益

保険料等収入

資産運用収益
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　証券化商品等への投資及びサブプライム関連投資の状況（平成22年12月末）

　当第３四半期会計期間末現在、証券化商品等への投資及びサブプライム関連投資の残高はありません。

別　紙

Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命保険株式会社
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